
〇公的医療機関等 2025プラン（新旧対照表） 

現 行 改 正 案 備 考 

【２．今後の方針】 ※ １．①～④を踏まえた，具体的

な方針について記載 

 

①  地域において今後担うべき役割 

～変更なし～ 

② 今後持つべき病床機能 

 

当院は，大学病院・特定機能病院であり，高度急性期病

床・急性期病床の機能を維持していく。 

 

なお、従来，病床機能報告において院内の病床を全て高度

急性期機能として報告してきたところ，病床機能分類の趣

旨に副って，高度急性期病床はＩＣＵ系病棟の 87 床と一般

病棟の 18 病棟の 713 床を合わせた 800 床とし，これ以外の

一般病棟の 2 病棟の 53 床は急性期病床に変更することにつ

いて検討する。 

 

 

 

③  その他見直すべき点 

 

平成 26 年 5 月に開院した新病院の建設・運用プランにおい

て，開院後の数年間は新病院の安定稼働に注力することと

したことから，既設のＤ病棟（53 床）は休床とし，その再

稼働は新病院の稼働状況，医師・看護師等の確保状況を勘

案して検討することとしたところである。 

最近は新病院の稼働率が 100％を超え，救急車の受入れを断

らざるを得ないこともあるため，Ｄ病棟を急性期病棟とし

て再稼働する時期等について検討しているところである。 
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て，開院後の数年間は新病院の安定稼働に注力することと

したことから，既設のＤ病棟（53 床）は休床とし，その再

稼働は新病院の稼働状況，医師・看護師等の確保状況を勘

案して検討することとしたところである。 

最近は新病院の稼働率が 100％を超え，救急車の受入れを断

らざるを得ないこともあるため，休床の 53 床については，

既設のＤ病棟ではなく，令和５年 11 月から令和６年６月に

かけて中央棟を改修し，高度急性期病床として再稼働し

た。 
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休床の 53 床については，Ｄ

病棟ではなく，中央棟を改

修し，高度急性期病床とし

て再稼働した。 

資料３－２ 



現 行 改 正 案 備 考 

【３．具体的な計画】 ※ ２．①～③を踏まえた具体的な計画につ

いて記載 
 

① ４機能ごとの病床のあり方について 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（平成28年度病

床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急

性期 

853  800 

急性期   53 

回復期  →  

慢性期    

（合計

） 

853  853 
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高度急性期病床 853 床を今

度の方針とする。 

 


